
一
、
赤
鉢
巻
き
事
件
と
は

赤
鉢
巻
き
事
件
は
、
一
九
二
五

（
大
正
一
四
）
年
一
月
、
加
古
川

小
学
校
の
敷
地
拡
張
の
た
め
、
地

主
が
小
作
人
に
通
知
せ
ず
に
、
加

古
川
町
に
土
地
を
売
っ
た
こ
と
に

端
を
発
し
ま
し
た
。
関
係
小
作
人

ら
は
耕
作
権
を
主
張
す
る
た
め
、

拡
張
工
事
に
対
抗
し
て
麦
ま
き
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
約

二
百
数
十
名
も
の
近
隣
農
民
が
応

援
に
駆
け
つ
け
、
彼
ら
は
赤
鉢
巻

き
を
し
、
十
数
頭
の
牛
馬
に
は
赤

旗
を
立
て
て
麦
ま
き
を
し
た
た
め

赤
鉢
巻
き
事
件
と
称
さ
れ
、
当
時

の
新
聞
も
大
き
く
報
道
し
て
い
ま

す
。な

お
、
こ
の
よ
う
に
通
例
「
赤

鉢
巻
き
事
件
」
と
称
さ
れ
ま
す
が
、

小
作
人
側
か
ら
い
え
ば
、「
加
古
川

小
学
校
敷
地
埋
立
反
対
争
議
」
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
し
た
。

こ
の
事
件
の
指
導
者
が
当
時
、

日
本
農
民
組
合
（
日
農
）
の
東
播

連
合
会
会
長
で
あ
っ
た
河
合
義
一

で
し
た
。
加
古
郡
鳩
里
村
の
関
係

小
作
人
ら
は
事
件
の
直
前
に
日
農

に
加
入
し
、
鳩
里
村
木
村
支
部
（
組

合
員
三
一
名
）
を
立
ち
上
げ
、
敷

地
問
題
と
と
も
に
、
前
年
度
か
ら

未
解
決
で
あ
っ
た
小
作
料
減
額
要

求
を
河
合
ら
に
託
し
ま
し
た
。

二
、
尋
問
調
書
（
資
料
）
の
紹
介

事
件
後
の
二
月
、
河
合
義
一
と
、

木
村
支
部
長
ら
四
名
が
姫
路
検
事

局
に
送
検
さ
れ
、
小
学
校
の
敷
地

拡
張
工
事
に
対
す
る
業
務
及
び
公

務
執
行
妨
害
、
恐
喝
罪
で
起
訴
さ

れ
ま
し
た
。
判
決
は
河
合
が
懲
役

一
〇
カ
月
、
他
の
三
人
は
懲
役
六

カ
月
で
と
も
に
二
年
の
執
行
猶
予

と
い
う
も
の
で
し
た
。
被
告
側
は

全
員
即
日
控
訴
し
ま
し
た
が
、
翌

二
六
年
六
月
、
大
阪
控
訴
院
は
一

審
通
り
の
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

河
合
は
さ
ら
に
上
告
し
ま
し
た
が
、

棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
こ
の

事
件
に
お
け
る
河
合
ら
に
対
す
る

予
審
尋
問
調
書
で
す
。
こ
の
調
書

は
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究

所
が
所
蔵
す
る
二
四
の
小
作
争
議

関
係
裁
判
記
録
の
な
か
の
ひ
と
つ

で
、
日
農
創
立
期
の
大
争
議
で
あ

っ
た
岡
山
県
藤
田
農
場
争
議
や
香

川
県
伏
石
争
議
な
ど
と
と
も
に
、

「
河
合
義
一
外
の
業
務
妨
害
恐
喝

事
件
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。調

書
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
に

し
て
手
書
き
で
約
六
六
〇
枚
（
頁
）

に
わ
た
る
大
部
の
も
の
で
、
河
合

等
被
告
四
名
の
他
、
関
係
小
作
人

及
び
地
主
、
東
播
連
合
会
組
合
員
、

加
古
川
町
の
町
長
以
下
行
政
関
係

者
、
内
務
省
吏
員
、
新
聞
記
者
な

ど
総
計
約
三
〇
名
に
及
ぶ
証
人
の

尋
問
調
書
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
書
を
も
と
に
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
小
作
争
議
に
お

け
る
農
民
の
考
え
方
や
、
争
議
の

指
導
者
河
合
義
一
の
思
想
に
次
回

は
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
史
編
さ
ん
特
別
執
筆
者

小
南
浩
一
）

▲
1925 年 2 月 1 日神戸新聞
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